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C O N T E N T SC O N T E N T S

　桜公園で誕生記念樹の植樹が行われました。当日は雲ひとつない快

晴のもと、参加した７組の親子が、誕生を記念したゴテンバザクラの

苗木を植樹しました。桜と共に、すくすくと健やかに育ってほしいで

すね。（３月 16 日撮影）

さくらといっしょに
　すくすく育ってね♪
さくらといっしょに
　すくすく育ってね♪

平成25年度市長施政方針
　「人口が増えていく安全・安心なまち御殿場」へ向けて…2・3
平成25年度一般会計予算
　頑張る人を応援する、将来志向型予算……………4・5
祝　秩父宮記念公園開園10周年……………………………6
ウルトラトレイル・マウントフジ2013が開催されます……7
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1 

経
済
活
性
化

　

観
光
ハ
ブ
都
市
づ
く
り
推
進

構
想
の
実
現
を
目
指
し
、
既
存

の
観
光
資
源
の
堀
り
起
こ
し
や

「
御
殿
場
み
く
り
や
そ
ば
」、「
わ

ら
じ
祭
り
」
を
は
じ
め
と
す
る

「
御
殿
場
ブ
ラ
ン
ド
」、「
御
殿

場
ら
し
さ
」、「
御
殿
場
な
ら
で

は
」
の
育
成
・
開
発
を
進
め
地

域
の
賑に

ぎ

わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
御
殿
場
型
緊
急
経
済

対
策
と
し
て
大
き
な
経
済
波
及

効
果
を
あ
げ
て
い
る
住
宅
建
設

等
助
成
事
業
や
、
優
良
企
業
の

誘
致
等
の
施
策
を
引
き
続
き
実

施
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
「
職
」

を
創
出
し
、
雇
用
の
場
の
確
保

に
努
め
ま
す
。

2 

地
域
医
療
体
制
・
　
　
　

　
　
　
　
子
育
て
支
援
の
充
実

　

地
域
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
平
成
24
年
度
に
設
置
し

た
地
域
医
療
体
制
審
議
会
に
諮

問
し
ま
し
た
。
こ
の
審
議
結
果

を
尊
重
し
、
対
応
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

子
育
て
を
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
の
た
め
、
子
ど
も
医
療
費
の

助
成
を
は
じ

め
、
放
課
後

児
童
健
全
育

成
事
業
な
ど
、

各
種
事
業
を

引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

3 

危
機
管
理
体
制
の
強
化

　

市
民
に
対
し
て
、
災
害
時
に

正
確
な
情
報
発
信
・
受
信
が
で

き
る
よ
う
な
情
報
体
制
を
確
立

し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
、
自
主

防
災
組
織
力
を
強
化
す
る
た

め
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
支
援

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

更
に
、
将
来
の
地
域
を
担
う

小
・
中
学
生
を
対
象
に
ジ
ュ
ニ

ア
防
災
士
養
成
講
座
を
行
い
、

地
域
の
防
災
力
の
強
化
を
図

り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

　

富
士
山
火
山
防
災
対
策
に
つ

い
て
は
、
富
士
山
火
山
防
災
対

策
協
議
会
や
、
国
・
県
・
近
隣

市
町
村
と
連
携
し
て
、
広
域
避

難
の
計
画
策
定
を
進
め
ま
す
。

　

重
要
施
策
は
前
年
度
に
引
き

続
き
柱
を
変
え
る
こ
と
な
く
掲

げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
は
、
市
の
現

状
に
沿
う
現
実
的
施
策
で
あ

り
、
継
続
し
て
進
め
る
こ
と
が

市
民
の
皆
さ
ん
の
利
益
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

【
基
本
姿
勢
】

　

今
、
国
に
お
い
て
は
政
権
が

代
わ
り
、
日
本
経
済
再
生
に
向

け
た
緊
急
経
済
対
策
を
掲
げ
、

各
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
、

財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
更
に

行
財
政
改
革
を
進
め
効
率
的
な

自
治
体
経
営
を
行
っ
て
い
く
と

と
も
に
、
国
の
施
策
と
歩
調
を

合
わ
せ
、「
地
方
が
元
気
に
な

る
」、「
地
方
か
ら
国
を
元
気
に

す
る
」
た
め
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
向
け
た
事
業
を
実
施
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

御
殿
場
市
は
、
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
・
立
地
条
件
と
併
せ
て

「
新
東
名
高
速
道
路
」
の
開
通
、

「
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
」
の

登
録
と
い
っ
た
外
的
プ
ラ
ス
要

因
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
将
来
ま
だ
ま
だ
人
口
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
る
国
内
で

も
限
ら
れ
た
地
域
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、「
人
口
が

増
え
て
い
く
安
全
・
安
心
な
ま

ち
御
殿
場
」
を
私
の
確
固
た
る

ビ
ジ
ョ
ン
と
し
、
平
成
24
年
度

か
ら
本
稼
働
さ
せ
た
「
御
殿
場

型
Ｎ※

Ｐ
Ｍ
」
の
理
念
の
も
と
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
幸
せ
を
最
優

先
に
考
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
な
っ
て
「
笑
顔
と
活
力

あ
ふ
れ
る
御
殿
場
」
の
実
現
の

た
め
、
一
つ
ひ
と
つ
の
課
題
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

２
月
25
日
に
行
わ
れ
た
市
議
会
本
会
議
で
、
若
林
市
長
は
、

平
成
25
年
度
の
市
政
運
営
の
考
え
方
と
重
要
施
策
を
盛
り
込
ん

だ
「
施
政
方
針
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
平
成
25
年
度
に
行
う
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　

 

秘
書
広
報
課
☎(
82)

４
４
２
０

重
要
施
策

3 2

「
人
口
が
増
え
て
い
く

　

安
全

・
安
心
な
ま
ち
御
殿
場
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
向
け
て

平
成
25
年
度
市
長
施
政
方
針

※ ＮＰＭ（ニューパブリックマネジメント／新公共経営）…行政に民間企業の経営理論、経営手法
などを導入することで、行政の効率性、有効性を向上させ、質の高い行政サービスを提供すること。

平成 25年度市長施政方針

「人口が増えていく安全 ・安心なまち御殿場」へ向けて

◆
各
部
の
取
り
組
み
（
抜
粋
）

　 

企
画
部
に
関
す
る
施
策

▼
広
報
事
業
…
本
年
度
の
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、
緊
急
雇

用
事
業
補
助
金
を
活
用
し
、
市

の
観
光
等
の
情
報
を
週
１
回
、

静
岡
エ
フ
エ
ム
放
送
（
Ｋ
‐
Ｍ

Ｉ
Ｘ
）
の
15
分
番
組
で
放
送
し

ま
す
。

▼
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録

推
進
啓
発
事
業
…
今
年
６
月
末

に
開
催
さ
れ
る
ユ
ネ
ス
コ
の
世

界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て
登
録

の
可
否
が
決
定
さ
れ
る
予
定
で

す
。
観
光
協
会
、
市
民
活
動
団

体
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
更
な

る
市
民
の
機
運
の
盛
り
上
げ
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
登
録

を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
本
市

の
掲
げ
る
観
光
ハ
ブ
都
市
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

　 

総
務
部
に
関
す
る
施
策

▼
市
税
収
納
事
業
…
新
た
に

「
納
税
推
進
室
」
を
設
置
し
、

適
正
な
収
納
業
務
を
実
施
す
る

た
め
の
組
織
体
制
の
一
層
の
充

実
・
強
化
を
図
り
ま
す
。
同
時

に
、
納
税
意
識
の
向
上
に
つ
い

て
全
庁
的
な
課
題
と
し
て
捉
え
、

積
極
的
に
取
り
組
み
、
収
納
率

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
よ
る
納

税
や
特
別
徴
収
を
促
進
し
、
コ

ン
ビ
ニ
収
納
の
利
便
性
を
更
に

Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
積

極
的
に
活
用
し
ま
す
。

　 

健
康
福
祉
部
に
関
す
る
施
策

▼
児
童
福
祉
…
子
ど
も
医
療
費

助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
長
期

に
わ
た
り
継
続
治
療
が
必
要
な

ケ
ー
ス
な
ど
を
考
慮
し
、
平
成

24
年
度
に
助
成
対
象
を
高
校
３

年
生
相
当
年
齢
ま
で
拡
大
し
ま

し
た
。
引
き
続
き
子
育
て
世
代

の
負
担
軽
減
を
図
り
、
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。

　

民
間
保
育
所
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
平
成
26
年
４
月
開
園

予
定
の
「
み
ら
い
保
育
園
」
に

対
し
、
助
成
、
助
言
等
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　 

生
活
環
境
部
に
関
す
る
施
策

▼
戸
籍
・
住
民
基
本
台
帳
事
務

…
市
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
が
で
き
る
「
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
」
の
普
及
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
に
あ
る
戸
籍
の
正

本
と
法
務
局
に
あ
る
副
本
の
同

時
消
滅
を
防
止
す
る
抜
本
的
な

対
策
と
し
て
、
国
が
構
築
す
る

戸
籍
副
本
デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
進
め
ま
す
。

　 

産
業
水
道
部
に
関
す
る
施
策

▼
観
光
事
業
…
静
岡
県
、
神
奈

川
県
、
山
梨
県
の
中
心
に
位
置

す
る
立
地
条
件
を
生
か
し
、
近

隣
市
町
、
ま
た
、
観
光
協
定
を

結
ん
だ
浜
松
市
、
伊
豆
市
、
熱

海
市
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

産
業
と
観
光
が
融
和
す
る
「
観

光
ハ
ブ
都
市
づ
く
り
」
を
推
進

し
ま
す
。

▼
商
工
振
興
事
業
…
本
年
度
は
、

10
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
の
商

品
券
を
発
行
し
、
本
市
の
更
な

る
経
済
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　 

都
市
建
設
部
に
関
す
る
施
策

▼
都
市
計
画
事
業
…
昨
年
度
策

定
し
た
「
御
殿
場
市
バ
リ
ア
フ

リ
ー
基
本
構
想
」
を
具
現
化
す

る
た
め
、「
御
殿
場
市
バ
リ
ア

フ
リ
ー
特
定
事
業
計
画
」
を
重

点
事
業
と
し
て
策
定
し
、
県
道

を
は
じ
め
と
す
る
公
共
施
設
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し
ま
す
。

▼
景
観
行
政
の
推
進
…
観
光
ハ

ブ
都
市
と
し
て
良
好
な
都
市
景

観
を
形
成
す
る
た
め
、「
景
観

計
画
」
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

景
観
条
例
、
屋
外
広
告
物
条
例

の
制
定
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
富
士
山
桜
い
っ
ぱ
い

ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
富

士
山
を
背
景
に
桜
が
い
っ
ぱ
い

咲
き
誇
る
景
観
を
創
造
し
、
団

地
間
連
絡
道
路
に
桜
の
植
栽
を

実
施
し
ま
す
。

　 

危
機
管
理
室
・
　
　
　
　

　
　
　
　
消
防
に
関
す
る
施
策

▼
防
災
及
び
危
機
管
理
対
策
…

本
年
度
は
、
南
海
ト
ラ
フ
の
巨

大
地
震
の
被
害
想
定
や
富
士
山

火
山
の
広
域
避
難
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
「
地
域
防
災
計
画
」
の

見
直
し
や
地
域
の
防
災
力
の
充

実
な
ど
を
重
点
に
、
防
災
・
危

機
管
理
体
制
の
一
層
の
強
化
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
事
業
を
２
カ
年
で
推

進
し
て
お
り
、
２
年
目
と
な
る

本
年
度
は
屋
外
子
局
を
更
新
し
、

情
報
伝
達
機
能
の
強
化
を
図
り

ま
す
。

　 

教
育
部
に
関
す
る
施
策

▼
学
校
教
育
…
幼
小
中
の
連

携
・
一
貫
を
基
盤
と
し
た
学
校

づ
く
り
、
特
別
支
援
教
育
の
充

実
、
学
力
の
向
上
、
組
織
的
か

つ
継
続
的
な
安
全
管
理
、
人
間

形
成
の
基
礎
を
育
て
る
幼
稚
園

教
育
の
推
進
、
そ
し
て
そ
れ
ら

の
基
礎
と
な
る
教
職
員
の
資
質

向
上
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
い
じ
め
問
題
や
不
登

校
の
児
童
・
生
徒
の
解
消
を
図

る
た
め
に
、「
市
教
育
相
談
員
」

や「
小
学
校
教
育
相
談
員
」、「
中

学
校
心
の
教
室
相
談
員
」
を
引

き
続
き
配
置
し
、学
校
と
連
携
・

協
力
し
て
、
児
童
・
生
徒
や
保

護
者
か
ら
の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

▲富士山御殿場ガイド「御
みくりや

厨
　の風」による市内案内

▲昨年 12 月に実施された
　浜松市との協定締結式

▲まち歩きによる
　実地調査

▲昨年、13 年ぶりに復活した  
　「御殿場わらじ祭り」

▲地域防災訓練の様子

▲放課後児童教室での
　「けん玉教室」

平成 25 年度市長施政方針

の全文は、市役所情報公開

コーナー、市ホームページ

でご覧になれます。

検索御殿場市長施政方針
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平成 25 年度一般会計予算編成における重点事業
　第３次御殿場市総合計画後期基本計画実施計画を基に、限られた財源を最大限有効に活用するために、経常経
費の縮減に努め、次の４つの事業を重点配分事業に掲げて編成しました。
　①誰もが安心して暮らせるまちづくり事業（医療施設耐震整備補助事業、自主防災活動推進事業など）
　②子どもを育むまちづくり事業（子ども医療費助成事業、子育て支援センター事業など）
　③観光ハブ都市・御殿場の魅力と活力を発信する事業
　　　（観光ハブ都市づくり推進事業、御殿場ブランド商品開発事業など）
　④健康と幸せな暮らしを支えるまちづくり事業（予防接種事業、各種がん検診等事業など）

一般会計　歳入の状況

　市税は、前年度と比較して４千１百万円、0.3％の
増を見込みました。これは、国の経済対策などによる
景気のゆるやかな回復に伴う、市民税などの増額によ
るものです。
　繰入金は、 地 区 集 会 施 設 整 備 事 業 な ど の 減 に
伴う財産区繰入金の減額により、前年度と比べ、
７億５千１百万円余、12.3％の減を見込みました。　
　財産収入は、国道 138 号須走道路用地売払収入な
どの増額により、前年度と比べ、４億円余の大幅増と
なりました。
　国庫支出金は、農業用施設設置助成事業の減による
東富士演習場周辺民生安定施設整備事業補助金などの
減額により、前年度と比べ、２億４千９百万円余、5.6％
の減となりました。
　県支出金は、介護基盤緊急整備等特別対策事業費補
助金、緊急子育て支援事業費補助金などの増額により、
前年度と比べ、１億５千６百万円余、10.9% の増とな
りました。
　市債（市の借金）は、臨時財政対策債などの減額に
より、前年度と比べ、５億９百万円余、21.2％の減
を見込みました。

会　計　名 予　算　額 前年度比

一　般　会　計 338 億 4,500 万円 3.5％減

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国民健康保険会計 78 億 4,000 万円 3.7％増

簡易水道会計 8,800 万円 24.8％減

観光施設事業会計 2,400 万円 20.0％増

救急医療センター会計 4 億 5,700 万円 6.0％減

公共下水道事業会計 16 億 0,000 万円 4.9％減

介護保険会計 46 億 5,500 万円 6.1％増

農業集落排水事業会計 4,900 万円 4.3％増

後期高齢者医療特別会計 ７億 6,200 万円 1.6％増

公設浄化槽特別会計 8,600 万円 -

企
業
会
計

上水道事業会計 25 億 5,049 万円 17.0％増

工業用水道事業会計 9,354 万円 23.1％増

合　　計 520 億 5,003 万円 -

平成 25 年度各種会計予算

一般会計　歳出の状況

民生費
土木費
総務費
教育費
衛生費
公債費
消防費
農林水産業費
商工費
労働費
その他

　民生費は、自立支援給付費や生活保護費などの増額
により、前年度に比べ、４億７千７百万円余、5.4％
の増となりました。
　土木費は、新東名高速道路関連整備事業などの
増額により、前年度に比べ、５億４千 1 百万円余、
12.1％の増となりました。
　総務費は、職員人件費の削減などにより、前年度に
比べ、８億３百万円余、15.0％の減となりました。
　教育費は、玉穂小学校校舎改築事業費などの減額に
より、前年度に比べ、７億７千４百万円余、14.7％
の減となりました。
　衛生費は、予防接種費などの減額により、前年度に
比べ、８千万円余、2.2％の減となりました。
　公債費は、赤字特例債（市債）の元金償還が本格化
したことなどにより、前年度と比べ、３千６百万円余、
1.1％の増となりました。
　なお、財政調整基金等の基金残高が一時的に減少し
ていますので、これら歳出事業を円滑に実施するため
にも、今後積立を行うことが重要です。

会　計　名 平成 25 年度末
現在高見込額

平成 24 年度末
現在高見込額

一 般 会 計 265 億    850 万円 275 億 2,543 万円

特 

別 

会 

計 

観光施設事業会計 1,471 万円 2,204 万円

公共下水道事業会計 103 億    254 万円 106 億 1,049 万円

農業集落排水事業会計 2 億 4,509 万円 2 億 5,588 万円

合　　計 105 億 6,234 万円 108 億 8,841 万円

広域行政（御殿場市分） 7 億 2,641 万円 10 億 3,649 万円

合　　計 377 億 9,725 万円 394 億 5,033 万円

（平成25年度末は平成25年１月１日現在の人口90,120人で算出）

会　計　名 平成 25 年度末
現在高見込額

平成 24 年度末
現在高見込額

一 般 会 計 294,147 円 315,905 円

特 別 会 計 117,203 円 123,698 円

広域行政（御殿場市分） 8,061 円 11,747 円

合　　計 419,411 円 451,350 円

0 20 40 60 80 100

消費的経費　59.3％ 投資的経費　21.0％ その他　19.7％その他　19.7％

15.4％ 9.5％14.8％ 14.2％ 13.7％ 22.8％ 6.6％6.6％

補助費など
　15.3％

物件費
15.9％

人件費
13.3％

繰出金
  7.1％
繰出金
  7.1％

その他
  2.7％

公債費
  9.9％

普通建設事業費
　　21.0％

扶助費・維持
補修費 14.8％

3.0%

(%)

その他       依
存
財
源

市債
国・県支出金

その他 自
主
財
源

繰入金
市税

50 億　485 万円

44 億 7,973 万円

45 億 6,673 万円

93 億 7,954 万円

36 億 4,273 万円

33 億 5,741 万円

13 億 4,079 万円

6 億 6,775 万円

4 億 9,410 万円

5 億 8,400 万円

3 億 2,737 万円

23 億 2,530 万円

18 億 9,580 万円

58 億 3,040 万円

32 億 6,925 万円

53 億 7,225 万円

151 億 5,200 万円

◦歳出　性質別内訳

歳入

歳出
◇  一般会計予算　平成 25 年度当初予算額　338 億 4,500 万円  ◇

市債の状況

市民一人当たりの市債

平成 25 年度予算

平成 24 年度予算

※１

※３

※ 5

※２

※１…内訳は、議会費、災害復旧費、諸支出金、予備費です。
※２…内訳は、地方消費税交付金、地方特例交付金、地方交付
　　　税などのお金です。
※３…内訳は、分担金・負担金、使用料・手数料、財産収入、
　　　寄附金、繰越金、諸収入です。
※４…内訳は、財産区繰入金 42 億 3,839 万円、その他基金繰
　　　入金 11 億 3,386 万円です。

※ 5…内訳は、積立金、貸付金、予備費です。

平成 25 年度一般会計予算

平成 25 年度

平成 24 年度

国・県支出金

平成 25 年度一般会計予算 頑張る人を応援する、将来志向型予算

頑張る人を応援する、
将来志向型予算

頑張る人を応援する、
将来志向型予算

平成 25 年度の一般会計予算は、前年度に比べ、12 億４千５百万円、3.5％減少して 338 億４千５百万円となりました。
経済再生に向けた国の成長戦略により、経済状況の好転が見込まれる中、御殿場型ＮＰＭの基本理念を常に考え、
全庁を挙げて最小の経費で最大の効果が発揮できるよう、事務事業の効率化・重点化に努め、地域経済活性化のため
の観光ハブ都市づくり推進事業や緊急経済対策住宅建設等助成事業、各種予防接種の充実や子ども医療費助成事業の
継続、財産区のご理解とご協力を得ながらの公共施設耐震化事業など、安心で健康な生活をもたらすことを優先し、
編成した予算です。

財政課☎ (82)4322※４
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富士山一周グルメ
スタンプラリーを開催！

ご当地グルメを食べて、
スタンプを集めよう！

祝

❖
秩
父
宮
記
念
公
園
概
要
❖

6

　秩父宮記念公園は、平成 25 年 4月に開園 10 周年を迎えました。
　大正天皇の第二皇子・秩父宮雍

やすひと

仁親王殿下と勢
せ つ こ

津子妃殿下が、昭和 16 年から約
10 年間、殿下の肺結核のご療養の為にお住まいになられていたご別邸です。勢津
子妃殿下のご遺言により、御殿場市に寄贈され、平成 15 年 4月に開園した歴史公
園です。御殿場市民を始め、遠方からも多くの皆さんにご来園いただき、現在では
年間約 11 万人のお客様が来園する観光施設になりました。
　ここでは、開園 10 周年を記念したイベントを紹介します。

都市整備課☎ (82)4226

　春は樹齢 130 年以上といわれる

枝垂れ桜、 夏はユリとアメリカフヨ

ウ、 秋は 200 種類の紅葉、 冬は

クリスマスローズなど、 四季を通じ

て山野草などの草花を楽しむことが

できます。 また、 記念館では茅
かや　ぶ　

葺

き母屋の見学や、 秩父宮家から

ご遺贈いただいたゆかりの品々を見

学できます。

勢
津
子
妃
殿
下
の
お
雛ひ
な

様

期
日
／
５
月
11
日
㈯
～
６
月
９
日
㈰

会
場
／
秩
父
宮
記
念
公
園　

記

念
館
展
示
室

内
容
／
徳
川
美
術
館
所
蔵
「
秩

父
宮
妃
勢
津
子
殿
下
の
お
雛ひ

な

様
」

内
裏
雛
飾
り
、
男
雛
・
女
雛
一
対

と
雛
道
具
の
一
部
（
秩
父
宮
妃
勢

津
子
殿
下
ご
遺
愛
）
の
展
示

協
力
／
公
益
財
団
法
人
徳
川

黎れ
い
め
い
か
い

明
会
・
徳
川
美
術
館

福
島
力り
き

写
真
展
　
　
　
　
　

　
　
～
自
然
の
贈
り
も
の
～

期
日
／
７
月
６
日
㈯
～
28
日
㈰

会
場
／
秩
父
宮
記
念
公
園　

管

理
棟
休
憩
所

内
容
／
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
Ｃ
Ｄ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な

ど
数
多
く
の
広
告
写
真
を
手
掛

け
て
き
た
福
島
氏
が
撮
影
し
た
、

秩
父
宮
記
念
公
園
の
草
花
や
風

景
写
真
（
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
）
約

１
０
０
点
の
展
示

秩
父
宮
殿
下
と
　
　
　
　

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
展
（
仮
）

期
日
／
７
月
下
旬
～
８
月
中
旬

会
場
／
秩
父
宮
記
念
公
園　

記

念
館 

展
示
室

内
容
／
秩
父
宮
雍
仁
親
王
殿
下

が
ご
愛
用
に
な
ら
れ
た
、
登
山

用
具
４
点
（
靴
・
ピ
ッ
ケ
ル
・

ザ
イ
ル
・
リ
ュ
ッ
ク
）、
ス
キ
ー

用
具
一
式
、
剣
道
の
面
と
竹
刀

を
特
別
に
展
示

協
力
／
秩
父
宮
記
念
ス
ポ
ー
ツ

博
物
館

無
料
開
放
日
　
　
　
　
　

　
～
秋
の
コ
ン
サ
ー
ト
　

　
　
　
　  

西
島
三
重
子
～

期
日
／
９
月
22
日
㈰

会
場
／
秩
父
宮
記
念
公
園　

メ

モ
リ
ア
ル
ガ
ー
デ
ン

※
雨
天
の
場
合
は
管
理
棟
休
憩

所
で
開
催
し
ま
す
。

内
容
／
開
園
10
周
年
記
念
無
料

開
放
日
に
、
市
内
在
住
の
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
西
島
三

重
子
さ
ん
に
よ
る
秋
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催

勢
津
子
妃
殿
下
と
　
　
　

　
　
ご
遺
贈
品
展
（
仮
）

期
日
／
平
成
25
年
秋
開
催

会
場
／
秩
父
宮
記
念
公
園　

記

念
館 
展
示
室

内
容
／
未
定

協
力
／
㈶
会
津
若
松
市
観
光
公

社
・
御
薬
園

雅
楽
コ
ン
サ
ー
ト
（
仮
）

期
日
／
10
月
13
日
㈰

会
場
／
秩
父
宮
記
念
公
園　

母

屋
特
設
会
場
（
屋
外
）

※
雨
天
の
場
合
は
管
理
棟
休
憩

所
で
開
催
し
ま
す
。

内
容
／
日
本
古
来
の
雅
楽
（
三

管
管
楽
器
）
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

チ
ケ
ッ
ト
／
有
料
（
入
園
料
・

駐
車
料
込
）

❖
秩
父
宮
記
念
公
園
概
要
❖

住
所
／
〒
４
１
２
‐
０
０
２
６

御
殿
場
市
東
田
中
１
５
０
７

の
７

開
園
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後

４
時
30
分
（
入
園
は
午
後
４
時

ま
で
）

※
６
～
８
月
は
、
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
の
開
園

と
な
り
ま
す
（
入
園
は
午
後
５

時
ま
で
）。

休
園
日
／
毎
月
第
３
月
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）、
12
月

29
日
～
１
月
１
日

※
４
月
は
無
休
で
す
。

入
園
料
／
大
人
３
０
０
円

小
・
中
学
生
１
５
０
円

駐
車
料
／
乗
用
車
１
回
２
０
０
円

問
い
合
わ
せ
／
☎(

82)

５
１

１
０
、
℻(

84)

２
２
２
８

開
園
10
周
年
記
念
事
業

開
園
10
周
年
記
念
事
業

開
園
10
周
年
記
念
事
業

  祝  秩父宮記念公園
    　　　　開園 10 周年

  祝  秩父宮記念公園
    　　　　開園 10 周年

  祝  秩父宮記念公園
    　　　　開園 10 周年

10 周年
記念キャンペーン

　開園 10 周年記念サービ
ス企画として、平成 26 年
３月 31 日までの間、お名
前が「やすひと」さん、「せ
つこ」さんという人へのお
得なサービスを行います。
　本人に限り入園料が無
料になります。また、お
連れの人は５人まで 50 円
引きで入園できます。

―
― 

年
間
イ
ベ
ン
ト 

―
―

◆
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　

春
・
夏
・
秋
・
冬

◆
春
の
無
料
開
放
日

　
　
　
　

４
月
29
日
㈪
・
（祝）

◆
夏
の
無
料
開
放
日　

　
　
　
　

８
月
18
日
㈰

◆
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
　
　
　

11
月
下
旬

◆
冬
の
無
料
開
放
日

　
　
　
　

２
月
11
日
㈫
・
（祝）

◆
第
11
回
つ
る
し
雛
飾
り
展
示
会

　
　
　
　

１
月
下
旬
～
３
月
中
旬
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「
応
援
し
ま
す
！
あ
な
た
の
市
民
活
動
」

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

市
で
は
、「
御
殿
場
を

も
っ
と
良
く
し
た
い
！
」

「
こ
の
課
題
を
何
と
か
解

決
し
た
い
！
」
な
ど
、
日

頃
感
じ
る
公
共
的
な
課

題
に
行
政
と
協
力
・
連
携
し
て
取
り
組
む

団
体
へ
の
補
助
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
、
行

政
と
一
緒
に
考
え
な
が
ら
効
率
的
に
身
近

な
課
題
を
解
決
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

市
民
協
働
課
☎(

82)

４
３
０
８

●
対
象
事
業

　

市
民
活
動
団
体
が
自
ら
企
画
し
、
市
内

で
実
施
す
る
市
民
協
働
型
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
事
業

●
対
象
市
民
活
動
団
体

　

市
内
に
活
動
拠
点
を
有
し
、
公
益
性
を

図
る
た
め
の
非
営
利
事
業
に
自
主
的
に
取

り
組
む
3
人
以
上
で
構
成
す
る
団
体

●
対
象
部
門

①
は
じ
め
の
一
歩
部
門

　

こ
れ
か
ら
活
動
を
は
じ
め
よ
う
と
す
る

団
体
を
対
象
と
し
て
、
立
ち
上
げ
に
あ
た

り
、
行
政
の
支
援
を
必
要
と
す
る
事
業
に

支
援
し
ま
す
。

上
限
／
１
団
体
５
万
円

②
市
民
提
案
部
門

　

市
民
活
動
団
体
が
、
市
民
と
行
政
と
の

連
携
に
よ
る
住
み
良
い
地
域
社
会
を
実
現

市
民
協
働
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金

交
付
団
体
募
集

て
お
く
と
、
読
書
の
習
慣
づ
く
り
に
つ
な

が
り
ま
す
。

◎
図
書
館
や
書
店
な
ど
へ
行
っ
て
み
る

　

家
族
で
本
の
あ
る
場
所
へ
出
掛
け
て
み

ま
し
ょ
う
。
何
気
な
く
手
に
取
っ
た
本
の

中
か
ら
、
お
気
に
入
り
の
本
が
見
つ
か
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
図
書
館
で
は
、
絵
本
や
紙
芝
居
な

ど
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る「
お
は
な
し
会
」

を
左
記
の
日
程
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

図
書
館
で
の
お
は
な
し
会
　
　
　
　

　（
場
所
／
図
書
館
　
お
は
な
し
の
部
屋
）

●
親
子
お
は
な
し
の
会　

毎
月
第
２
・
４

水
曜
日　

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
広
場　

毎
週
土
曜
日　

午
後

２
時
30
分
か
ら

◆
本
の
寄
贈
を
お
願
い
し
ま
す
◆

　

図
書
館
で
は
、
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た

絵
本
な
ど
を
引
き
取
っ
て
い
ま
す
（
漫

画
・
雑
誌
・
書
き
込
み
の
あ
る
本
を
除
く
）。

　

特
に
、
市
民
・
市
内
団
体
の
著
作
は
郷

土
資
料
と
し
て
収
集
し
て
い
ま
す
。
自
費

出
版
等
を
さ
れ
た
場
合
は
寄
贈
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
図
書
館
☎(

82)

０
３
９
１

す
る
た
め
に
、
そ
の
専
門
性
及
び
特
性
を

発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
事
業
に
支

援
し
ま
す
。

上
限
／
１
団
体
30
万
円

●
募
集
期
間

４
月
8
日
㈪
～
５
月
24
日
㈮

※
こ
の
事
業
は
、
審
査
会
前
に
行
政
の
担

当
課
と
の
打
ち
合
わ
せ
が
必
要
で
す
。
募

集
期
間
は
右
記
の
と
お
り
で
す
が
、
早
め

に
市
民
協
働
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
公
開
の
審
査
会
で
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
市
民
協
働
型
ま
ち
づ
く
り
事
業

補
助
金
応
募
説
明
会
開
催

　

市
民
協
働
型
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
に
つ

い
て
、
そ
の
内
容
や
補
助
金
へ
の
応
募
方

法
な
ど
を
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

日
時
／
４
月
13
日
㈯　

午
前
10
時
～
11
時

会
場
／
市
民
会
館　

第
５
・
６
会
議
室　

平
成
24
年
度
市
民
協
働
型
ま
ち
づ
く
り
事
業

補
助
金
事
業
報
告
会
開
催

　

申
請
を
検
討
し
て
い
る
団
体
は
、
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
／
４
月
19
日
㈮　

午
後
２
時
30
分
～

３
時
30
分

会
場
／
市
役
所　

第
３
会
議
室

▼
補
助
金
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

市
民
協
働
課
☎(

82)

４
３
０
８

▼
補
助
金
申
請
に
関
す
る
相
談
／

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
☎(

70)

６
８
２
０

ごてんば
情報

ごてんば
情報

「
子
ど
も
読
書
の
日
」
と
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

　

４
月
23
日
は
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
で

す
。
子
ど
も
の
読
書
活
動
に
つ
い
て
の
関

心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

が
積
極
的
に
読
書
活
動
を
行
う
意
欲
を
高

め
る
た
め
設
け
ら
れ
ま
し
た
（「
子
ど
も

の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
る
）。
ま
た
４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日

ま
で
は
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」（
㈳
読

書
推
進
運
動
協
議
会
に
よ
る
）
で
す
。

　

市
で
も
「
御
殿
場
市
子

ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
」
に
基
づ
き
、『
本
で

つ
な
ご
う
・
ご
て
ん
ば

の
あ
し
た
～ 

本
は
楽
し

い
！
本
は
心
の
栄
養
』
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
、
子
ど
も
が
本
の
楽
し
さ
に
出

会
い
、
本
の
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
家
族
や
地
域
の
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
本
に
親
し
む
時
間
を

作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

読
書
の
時
間
を
つ
く
る
の
が
な
か
な
か

難
し
い
と
い
う
場
合
は
、
次
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
身
近
な
と
こ
ろ
に
本
を
置
い
て
み
る

　

手
が
届
く
場
所
に
本
を
置
い
て
み
ま

し
ょ
う
。
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
や
、
気
が

向
い
た
時
に
い
つ
で
も
本
に
ふ
れ
る
こ
と

が
で
き
る
「
本
の
あ
る
環
境
」
を
つ
く
っ

防
災

豆
知
識78

vol.351

　手話サークル「わらじ友の会」は、昭和 52 年 12
月に結成された、大変歴史の長いサークルです。
　毎週水曜日の夜、市民交流センター「ふじざくら」
１階ボランティアビューローで活動をしています。
　わらじ友の会の「わらじ」とは？１本のわらでは、
すぐに切れてしまうけれど、たくさんのわらが集まれ
ば、立派なわらじができるということから、サークル
の名前が生まれました。
　名前のとおり、手話を言語としているろう者と、手
話を学んでろう者とともに歩む健聴者が集い、手話の
学習や情報の交換などの活動を通して、交流をしてい
ます。
　難しい話になりますが、2011 年に障害者基本法
が改正され、「言語に手話を含む」と明記されました。
そのことが実際の生活に生かされるように、手話言語
法制定に向けての活動も行われています。
　皆さんも「手話」という言葉は一度は聞いたことが
あると思います。「手話」とは、目で見る大変に美し
い言語です。
　サークル見学もお待ちしています。
　　　代表／杉山　清
　　　執筆・連絡先／秋山　☎・℻ (89)8103

手話サークル「わらじ友の会」

 

自
主
防
災
活
動

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
と
は
、

「
地
域
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
創

造
を
め
ざ
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

れ
は
、
防
災
・
防
犯
・
福
祉
を
一
体

と
し
て
捉
え
、「
顔
の
見
え
る
関
係
」

の
も
と
、
地
域
の
関
係
性
を
取
り
戻

し
て
い
く
こ
と
か
ら
始
ま
る
こ
と
だ

と
い
え
ま
す
。

　
「
祭
り
の
盛
り
上
が
る
地
域
は
防

災
力
も
高
い
」「
自
主
防
災
組
織
が

活
発
な
地
域
は
町
内
運
動
会
も
強

い
」「
地
域
防
災
の
た
め
に
（
挨
拶

を
交
わ
し
合
う
）
声
掛
け
運
動
を
実

践
し
て
い
る
」
…
こ
う
し
た
言
葉
の

中
に
、
我
々
が
向
か
う
べ
き
方
向
性

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

被
災
直
後
の
速
や
か
な
呼
び
掛

け
・
誘
導
、
救
出
・
救
助
、
初
期
消

火
な
ど
を
自
主
的
に
行
う
た
め
に
組

織
す
る
の
が
、
自
主
防
災
組
織
で
す
。

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」「
自
分

た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
「
自
助
」「
共
助
」
こ
そ
、
地

域
防
災
力
の
「
要か

な
め

」
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
一
人
ひ
と
り
が
自
主
防
災
組

織
の
一
員
な
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
／
危
機
管
理
室

☎(

82)

４
３
７
０

　

土
木
課
の
仕
事
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
要
望
や
市
の
計
画
に
基
づ
い
て
、
道

路
・
河
川
・
橋
等
の
、
新
設
改
良
計
画
、

用
地
・
物
件
補
償
、
工
事
の
設
計
監
督
業

務
、
維
持
管
理
・
災
害
対
応
な
ど
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
私
が
担
当
し

て
い
る
工
事
の
設
計
監
督
業
務
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　

道
路
な
ど
の
工
事
を
発
注
す
る
た
め
に
、

ま
ず
構
造
や
勾
配
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

地
元
関
係
者
等
へ
の
説
明
を
経
て
、
用
地

取
得
や
物
件
補
償
の
契
約
が
完
了
す
る

と
、
工
事
を
行
う
た
め
の
具
体
的
な
設
計

や
計
算
を
行
う
と
と
も
に
、
工
事
を
進
め

る
上
で
支
障
が
な
い
よ
う
に
、
電
柱
の
移

設
申
請
な
ど
を
あ
わ
せ
て
行
っ
て
い
き
ま

す
。
入
札
で
受
注
者
が
決
定
し
た
後
、
再

度
、
関
係
す
る
皆
さ
ん
へ
工
程
等
を
説
明

し
ま
す
。
そ
の
後
工
事
を
始
め
、
完
成
ま

で
の
監
督
業
務
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

日
々
、
業
務
を
す
る
上
で
私
が
心
掛
け

て
い
る
こ
と
は
、「
誰
の
た
め
に
造
っ
て

い
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
生
活
し
や
す
い
街
づ

く
り
に
少
し
で
も
役
立
つ
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
工
事
が
安
全
か
つ

円
滑
に
進
め
ら
れ
る
の
も
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
が
あ
る

か
ら
で
す
。

　

今
後
、
説
明
会
等
で

お
会
い
す
る
機
会
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
の
際
は
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

▲安全を第一に工事を監督し
ています！

都
市
建
設
部　

土
木
課

　
☎(

82)

４
２
２
５工事スタッフ

名倉　和毅

9



2013.4.5

　高根第１保育園年長組によるホタルの幼虫の放流が、高根中郷
館横のせせらぎで行われました。
　放流は御殿場市水質保全協議会の主催で毎年開催されており、
高根中郷館での放流は今年で４回目となります。　
　この日、放流されたのは体長１．５㌢ほどのゲンジボタルの幼

虫約 200 匹と、カワニナ約２㌔グラム。
　放流されたホタルの幼虫は、６月中旬ごろには
成長して、せせらぎの周りを舞い始めるとのこと
で、園児たちは「元気に過ごしてね」「また見に
くるね」と幼虫の成長を楽しみにしていました。

3/10　観光ハブ都市づくりを目指して
　観光ハブ都市づくりを目指して、市内の各種団体が合同で企画
した「観光ハブ都市ごてんばフェスタ」が、御殿場駅前広場や駅
東西自由通路、ホテル御殿場館 21 を会場に開催されました。
　会場では、御殿場みくりやそばや、ごてんばコシヒカリのおに
ぎりが無料で振る舞われたほか、富士山世界文化遺産登録推進を
呼び掛けるミニライブ、地場産品の即売会、御殿場や周辺市町の
観光地をＰＲする展示コーナーなど、多くのイベントが行われました。
　また、当日は市内のパワースポットを巡るツアーが開催され、
市内外から約 30 人が参加。富士山の湧水が湧き出る滝不動尊（二
枚橋）などを８カ所を巡り、御殿場を満喫しました。

3/6　きれいな川で元気に過ごしてね！

▶
会
場
を
盛
り
上
げ
た
竜
神
の
舞

　整備を進めていた原里小学校の新校舎が完成し、ＰＴＡ主催の
新校舎お披露目の会が行われました。
　お披露目の会で５・６年生は、手作りロケット製作に挑戦。北
海道赤平市の植松努さんに指導を受けながら、紙とプラスチック
でできる燃焼式のロケットを作りました。
　その後、友愛パーク・原里で、カメラの三脚を利用した発射台
から、合図とともにスイッチを押してロケットを発射。大きな音
とともに、煙を上げて空高く飛んでいく自分たちのロケットを見
て、子どもたちは大きな歓声を上げていました。

3/7　空高く飛んでいけ！

3/3　東富士演習場内野焼き作業
　御殿場地方に春の訪れを告げる東富士演習場内野焼き作業が行
われました。野焼き作業には、入会組合員と自衛隊員計約 1,100
人が参加しました。
　野焼き作業は、ツツガムシ、茶

ちゃ

毒
どく

蛾
が

などの害虫の発生防止や山
火事防止など入会地の保全のために実施されます。
　今年も昨年同様に野焼き実施前、実施中に安全基準である湿度
と風向風速を観測し、幅 20㍍以上の防火帯を設置するなどの安
全対策が講じられました。
　けが人やトラブル、安全基準を超えることはなく、無事に作業
を終えることができました。

▶
幼
虫
と
カ
ワ
ニ
ナ
を
放
流
。
元
気
で
ね
！

おおきくなってね！▶

◀
３
・
２
・
１
、
Ｇ
Ｏ
！

10

◀
安
全
確
認
を
し
な
が
ら
の
着
火
作
業

の
午
後
５
時
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
、
応
募

動
機
を
記
入
し
、
〒
４
１
２
‐
８
６
０
１ 

環
境
課
☎(

83)

１
６
１
０
、
℻(

83)

１
６
８
５
、

　

kankyo@
city.gotem

ba.shizuoka.jp

へ

 　

陸
上
競
技
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念

　

第
１
回
御
殿
場
長
距
離
記
録
会
開
催

　

市
陸
上
競
技
場
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

こ
と
を
記
念
し
て
、
市
内
小
・
中
学
校
を

始
め
、
高
校
生
、
首
都
圏
大
学
陸
上
部
等

が
参
加
し
て
公
認
長
距
離
記
録
会
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
の
箱
根
駅
伝
競
走

大
会
で
総
合
優
勝
し
た
日
本
体
育
大
学
等

も
参
加
し
、
レ
ベ
ル
の
高
い
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
す
。

日
時
／
４
月
14
日

（日）　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

会
場
／
市
陸
上
競
技
場

問
い
合
わ
せ
／
市
陸
上
競
技
協
会
☎

(

84)

０
４
１
４
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
☎

(

82)

４
１
３
５

　

 

市
民
会
館
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

◎
初
心
者
水
墨
画

日
時
／
４
月
20
日

（土）
～　

第
１
・
３
土
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

募
集
人
数
／
15
人
（
先
着
順
）

受
講
料
／
３
、
０
０
０
円
（
全
６
回
）

◎
初
心
者
囲
碁

日
時
／
４
月
22
日

（月）
～　

第
２
・
４
月
曜
日

 　

水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
安
全
で
良
質
な
水

道
水
を
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め

の
、「
水
質
検
査
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
水
道

工
務
課
及
び
、
市
役
所
各

支
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
水
道
工
務
課
☎(

82)

４
６
２
７
、
℻(

83)

４
６
４
６

　

kom
u@
city.gotem

ba.shizuoka.jp

　

http://city.gotem
ba.shizuoka.jp/

suido/

　

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
交
流
事
業 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賞
賜
金

　

市
民
団
体
・
グ
ル
ー
プ
が
行
う
国
際
交

流
・
協
力
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
事
業
／
海
外
の
都
市
と
の
交
流
・
在

住
外
国
人
と
の
交
流
や
国
際
理
解
の
推
進

を
目
的
と
す
る
事
業

※
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業
や
政
治
・
宗

教
活
動
を
目
的
と
す
る
事
業
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

対
象
団
体
／
代
表
者
及
び
構
成
員
の
多
数

が
市
民
で
あ
り
、
市
内
で
の
活
動
実
績
が

あ
る
市
民
団
体
・
グ
ル
ー
プ

交
付
金
額
／
一
事
業
あ
た
り
５
万
円
以
内

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
５
月
９
日

（木）

ま
で
に
、
市
民
協
働
課
に
あ
る
申
請
書
類

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
市
民
協
働
課

☎(

82)

４
３
０
８
へ

 　

市
民
芸
術
祭
「
写
真
展
」　
　
　

　

 

作
品
募
集
期
間
・
開
催
時
期
変
更

　

例
年
4
月
上
旬
か
ら
５
月
下
旬
ま
で
作

品
募
集
を
し
、
６
月
中
旬
に
開
催
し
て
い

ま
し
た
市
民
芸
術
祭
「
写
真
展
」
で
す
が
、

左
記
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

作
品
募
集
期
間
／
８
月
20
日

（火）
～
９
月
30

日
（月）
（
予
定
）

開
催
日
程
／
10
月
12
日

（土）
～
20
日

（日）

会
場
／
市
民
会
館
会
議
棟
１
階　

展
示

ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
／
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
内
市

民
芸
術
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
☎(

82)

４
３
１
９

　

 

御
殿
場
市
ご
み
減
量
等
推
進      

　

 

市
民
懇
話
会
構
成
員
を
公
募
し
ま
す

　

市
で
は
、
御
殿
場
市
・
小
山
町
広
域
行

政
組
合
で
建
設
を
進
め
て
い
る
「
新
た
な

ご
み
焼
却
施
設
」
の
稼
働
（
平
成
27
年
４

月
予
定
）
に
合
わ
せ
、
ご
み
の
分
別
方
法

な
ど
を
見
直
し
、
小
山
町
と
ご
み
の
出
し

方
を
統
一
し
ま
す
。

　

こ
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
ご
み
の
減
量
や
新
し
い
分
別
方
法

に
か
か
わ
る
様
々
な
意
見
を
述
べ
て
い
た

だ
く
、
ご
み
減
量
等
推
進
市
民
懇
話
会
の

構
成
員
を
公
募
し
ま
す
。

対
象
／
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人

募
集
人
数
／
３
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
選
考
）

※
懇
話
会
は
、
６
回
程
度
の
開
催
を
予
定

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
５
月
８
日

（水）

お
知
ら
せ

午
後
７
時
～
９
時

募
集
人
数
／
15
人
（
先
着
順
）

受
講
料
／
月
謝
制
１
、
０
０
０
円
（
月
２
回
）

◎
初
心
者
油
絵

日
時
／
５
月
17
日

（金）
～　

月
２
回　

金
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

募
集
人
数
／
15
人
（
先
着
順
）

受
講
料
／
５
、
０
０
０
円
（
全
10
回
）

◎
伝
統
和
楽
器
・
尺
八

日
時
／
４
月
27
日

（土）
～　

月
２
回　

土
曜
日

午
後
５
時
30
分
～
７
時

募
集
人
数
／
10
人
（
先
着
順
）

受
講
料
／
５
、
０
０
０
円
（
全
10
回
）

《
共
通
事
項

》

会
場
／
市
民
会
館

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
市
民
会
館　

☎(

83)

８
０
０
０

　

 

秩
父
宮
記
念
公
園　
　
　
　
　

　
　

春
の
山
野
草
教
室
参
加
者
募
集

　

富
士
盆
栽
園
の
山
口
教
子
氏
を
講
師
に

迎
え
、
白
糸
草
と
ナ
キ
リ
ス
ゲ
を
一
つ
の

鉢
に
植
え
こ
む
寄
せ
植
え
を
学
び
ま
す
。

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

日
時
／
５
月
12
日

（日）　

午
前
10
時
～
11
時

30
分

会
場
／
秩
父
宮
記
念
公
園　

体
験
学
習
室

募
集
人
数
／
24
人
（
先
着
順
）

参
加
料
／
２
、
５
０
０
円
（
入
園
料
・
駐

車
料
・
材
料
費
込
み
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
４
月
６
日

（土）

か
ら
５
月
５
日

（日）
の
正
午
ま
で
に
、
直
接

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
住
所
、
教
室
名
を
明
記
）
で
、
秩

父
宮
記
念
公
園 

℻(

84)

２
２
２
８
へ

募
　
集

 

　　　　　　　…ホームページHP…Ｅメール
HP

「広報ごてんば」は市内各店舗にも置いてあります…「広報ごてんば」は、より多くの市民の皆さんに利用していた
だけるよう市内の各店舗にも置かせていただいています。この度、ミニストップ御殿場東山店にも協力していただけ
ることになりましたのでお知らせします。問い合わせ／秘書広報課☎ (82)4127
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市
ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
募
集

◎
壮
年
陸
上
教
室

日
時
／
４
月
６
日

（土）
か
ら
平
成
26
年
３
月

22
日

（土）
ま
で
の
毎
月
第
2
・
４
土
曜
日　

午
前
９
時
～
正
午

会
場
／
市
陸
上
競
技
場

対
象
／
市
民
及
び
市
内
に
通
勤
し
て
い
る

人
（
男
性
30
歳
以
上
、
女
性
25
歳
以
上
）

募
集
人
数
／
40
人
（
先
着
順
）

参
加
料
／
２
、
０
０
０
円
（
年
間
）

※
年
間
を
通
じ
て
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
教
室

日
時
／
４
月
17
日

（水）
か
ら
平
成
26
年
３
月

12
日

（水）
ま
で
の
水
曜
日
の
う
ち
全
24
回

（
月
２
回
）　

午
後
７
時
～
９
時

会
場
／
御
殿
場
南
高
等
学
校
体
育
館

対
象
／
市
内
の
小
・
中
学
生

募
集
人
数
／
20
人
（
先
着
順
）

参
加
料
／
1
カ
月 

１
、
０
０
０
円

※
年
間
を
通
じ
て
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
少
林
寺
拳
法
教
室

日
時
／
５
月
６
日

（月）
か
ら
７
月
22
日

（月）
ま

で
の
毎
週
月
曜
日　

午
後
７
時
～
９
時

会
場
／
茱
萸
沢
下
区
公
民
館 

他

対
象
／
市
民
及
び
市
内
に
通
勤
し
て
い
る
人

募
集
人
数
／
20
人
（
先
着
順
）

参
加
料
／
１
、
０
０
０
円
（
年
間
）

申
込
期
限
／
４
月
29
日

（月）
ま
で

◎
初
心
者
合
気
道
教
室
（
第
１
期
）

日
時
／
５
月
５
日

（日）
か
ら
７
月
28
日

（日）
ま

で
の
日
曜
の
う
ち
全
10
回　

午
後
６
時
～

７
時

会
場
／
市
体
育
館

対
象
／
中
学
生
以
上
の
初
心
者

参
加
料
／
３
、
０
０
０
円
（
年
間
）

募
集
人
数
／
20
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限
／
４
月
26
日

（金）
ま
で

◎
親
子
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

日
時
／
５
月
18
日

（土）
か
ら
平
成
26
年
２
月

15
日

（土）
ま
で
の
土
曜
日
の
う
ち
全
15
回　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

会
場
／
市
体
育
館 

他

対
象
／
小
学
校
１
年
生
～
３
年
生
ま
で
の

児
童
と
そ
の
保
護
者

参
加
料
／
１
０
、
０
０
０
円
（
全
10
回
分
）

募
集
人
数
／
30
組
（
60
人
）
（
先
着
順
）

申
込
期
限
／
４
月
20
日

（土）
か
ら
５
月
10
日

（金）
ま
で

《
共
通
事
項

》

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
直
接
ま

た
は
電
話
で
、
市
体
育
協
会
☎(

80)

５
５
６
６
、
ま
た
は
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
☎

(

82)

４
１
３
５
へ

※
た
だ
し
、
親
子
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
は
、

市
体
育
協
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

 

神
津
善
行
の
音
楽
・
文
化
講
座  

　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

　

神
津
善
行
氏
の
楽
し
く
わ
か
り
や
す
い

音
楽
の
話
な
ど
を
交
え
た
音
楽
講
座
と
音

楽
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

全
４
回
講
座
で
、
残
り
３
回
の
講
座
へ

参
加
で
き
ま
す
。

※
１
講
座
の
み
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日
時
／
６
月
12
日

（水）　

午
後
２
時
開
演　

※
２
回
目
は
６
月
、
３
回
目
は
９
月
、
４

回
目
は
12
月
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

会
場
／
市
民
会
館　

小
ホ
ー
ル

参
加
料
／
６
、
０
０
０
円
（
自
由
席
で
３

回
通
し
券
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
市
民
会
館　

☎(

83)

８
０
０
０

　

 

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
３　

　
　

～
体
験
コ
ー
ナ
ー
担
当
者
及
び　
　

　
　
　
　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
～

　

市
内
の
小
・
中
学
生
、
高
校
生
が
、
環

境
に
つ
い
て
気
軽
に
体
験
し
、
学
べ
る
機

会
を
提
供
し
て
く
れ
る
コ
ー
ナ
ー
担
当
者

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

期
日
／
８
月
２
日

（金）

会
場
／
市
民
会
館

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
体
験
コ
ー
ナ

ー
担
当
者
は
、
５
月
24
日

（金）
ま
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
７
月
19
日

（金）
ま
で
に
、
エ
コ

ハ
ウ
ス
御
殿
場
☎
・
℻(

88)

３
３
３
７
、

　

ecogoten@
isis.ocn.jp

へ

　

 

着
物
フ
ェ
ア
開
催

日
時
／
４
月
17
日

（水）
～
20
日

（土）　

午
前
９

時
～
午
後
４
時
（
土
曜
日
は
、
正
午
～
午

後
３
時
）

※
20
日

（土）
は
、
半
額
で
す
。

会
場
／
エ
コ
ハ
ウ
ス
御
殿
場

問
い
合
わ
せ
／
エ
コ
ハ
ウ
ス
御
殿
場

☎(

88)

３
３
３
７

※
エ
コ
ハ
ウ
ス
で
は
、
和
服
、
小
物
類
を

無
料
で
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

募
　
集

有
料
広
告

市
民
伝
言
板

　　　　　　…Ｅメール　

 

鮎
沢
花
の
会
展
示
会
開
催

　

各
種
山
野
草
や
花
木
苗
の
展
示
、
即
売

会
、
花
の
苗
無
料
配
布
を
行
い
ま
す
。

※
無
料
配
布
は
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

日
時
／
４
月
21
日

（日）　

午
前
９
時
～
午
後

４
時

会
場
／
鮎
沢
区
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
／
鮎
沢
花
の
会　

勝
又

☎(

83)

６
５
５
９

　

さ
く
ら
学
園
織
物
公
開
講
座　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

日
時
／
５
月
18
日

（土）　

午
後
１
時
～
４
時

会
場
／
さ
く
ら
学
園

募
集
人
数
／
12
人
（
先
着
順
）

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

受
講
料
／
１
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
４
月
28
日

（日）

か
ら
、
電
話
で
、
さ
く
ら
学
園
☎(

89)

０
７
８
９
ヘ

　

米
軍
海
兵
隊
キ
ャ
ン
プ
富
士　
　

 

　

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
３
開
催

日
時
／
５
月
11
日

（土）

○
野
外
…
午
前
11
時
～
午
後
７
時

○
ク
ラ
ブ
（
ア
フ
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
）
…

午
後
４
時
～
深
夜
0
時
（
20
歳
未
満
入
場

不
可
）

会
場
／
キ
ャ
ン
プ
富
士
（
滝
ケ
原
自
衛
隊

向
か
い
）

内
容
／
米
軍
・
自
衛
隊
関
係
展
示
、
野
外

ス
テ
ー
ジ
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
、
雑
貨
食
品

販
売
、
各
国
の
料
理
屋
台
、
キ
ッ
ズ
コ
ー

ナ
ー
等

入
場
料
・
駐
車
料
／
無
料

※
盲
導
犬
以
外
の
ペ
ッ
ト
の
入
場
不
可

問

い

合

わ

せ
／

キ

ャ
ン

プ

富

士

☎

(

89)

６

１

０

２
（

内

線

２

２

４
‐

８
６
２
４
、
２
２
４
‐
８
３
９
０
）

　http://w
w
w
.m
ccsfuji.com

/

　

 

「
ス
ミ
レ
を
探
し
て　
　
　
　
　

　

 

春
の
仙
石
原
を
歩
く
」
参
加
者
募
集

　

新
緑
が
ま
ぶ
し
い
箱
根
で
何
種
類
の
ス

ミ
レ
に
出
会
え
る
で
し
ょ
う
か
。

日
時
／
４
月
29
日

（月）　

午
前
９
時
30
分
集

合　

午
後
３
時
解
散
（
予
定
）

※
全
長
８
㌔
、
所
要
時
間
４
～
５
時
間

集
合
場
所
／
箱
根
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
前

（
神
奈
川
県
箱
根
町
）

※
無
料
駐
車
場
有

解
散
場
所
／
箱
根
湿
生
花
園
（
神
奈
川
県

箱
根
町
）

募
集
人
数
／
50
人
（
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

参
加
料
／
１
０
０
円
（
傷
害
保
険
代
）

持
ち
物
／
リ
ュ
ッ
ク
、
弁
当
、
飲
み
物
、

筆
記
用
具
、
野
外
活
動
に
適
し
た
服
装
、

帽
子
、
軽
登
山
靴
、
雨
具
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー

ト
、
保
険
証

※
当
日
の
静
岡
県
東
部
の
降
水
確
率
の
午

前
、
午
後
い
ず
れ
か
が
40
％
以
上
の
場
合

は
中
止
に
な
り
ま
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
朝
5
時
の

天
気
予
報
（
０
５
５
９
‐
１
７
７
）
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

主
催
者
か
ら
の
連
絡
は

特
に
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

各
自
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
４
月
19
日

（金）

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
か
Ｅ
メ
ー

ル
に
行
事
名
（
開
催
日
）、
参
加
希
望
者

全
員
の
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
２
５
０

‐
０
５
２
２　

神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱
根

町
元
箱
根
旧
札
場
１
６
４
箱
根
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
☎
０
４
６
０(

84)

９
９
８
１
、

　

hakone-vo@
kanagaw

a.em
ail.ne.jp

へ

　

 

県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー　
　

　

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
説
明
会
開
催

日
時
／
５
月
18
日

（土）
、
６
月
８
日

（土）
（
ど

ち
ら
か
一
方
）　

午
後
２
時
～
４
時

会
場
／
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー　

研
究
所
１

階　

し
お
さ
い
ホ
ー
ル

活
動
内
容
／
院
内
の
環
境
美
化
活
動
（
園

芸
、
花
生
け
な
ど
）
や
季
節
の
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、
図
書
活
動
、
ソ
ー
イ
ン
グ
活
動

な
ど

募
集
人
数
／
各
50
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
5
月
10
日

（金）

ま
で
に
、
は
が
き
（
参
加
希
望
日
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
）

で
、
〒
４
１
１
‐
８
７
７
７　

駿
東
郡
長

泉
町
下
長
窪
１
０
０
７　

県
立
静
岡
が
ん

セ
ン
タ
ー
事
務
局
総
務
課
企
画
人
材
班
☎

０
５
５
（
９
８
９
）
５
７
４
３
へ

　

 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
サ
ー
ク
ル　
　

　
　
　
　
　
　
　

新
メ
ン
バ
ー
募
集

日
時
／
毎
週
土
曜
日　

午
後
７
時
～
９
時

会
場
／
市
体
育
館　

対
象
／
ダ
ブ
ル
ス
ゲ
ー
ム
が
で
き
る
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
広
見
ク
ラ
ブ

杉
山
☎
０
８
０
（
３
６
２
８
）
３
９
２
８

HP

住民票等証明書のコンビニ交付事業者拡大のお知らせ…４月４日 ( 木 ) から、全国のセブンイレブンに加え御殿場市内
のローソンでも取得できるようになりました。サークルＫサンクスでも５月末から取得できるようになる予定です。
サービス開始時期、サービス利用可能店舗など、詳細は右記までおたずねください。問い合わせ／市民課☎ (82)4120

12

　　　　　　　…ホームページHP…Ｅメール
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　　　保健センター健康相談
※会場はいずれも保健センターです。
●乳幼児健康相談　予約不要
　乳幼児の身体測定、育児・栄養相談などに応じます。
期日／ 5月 13日㈪　受付時間／午前 9時 15分～ 10時 15分
※込み合いますので、０歳児は早めにお越しください。
●成人健康相談　
期日／ 5月 13日㈪・27日㈪
受付時間／午後 1時 30分～ 2時 30分
内容／生活習慣病予防に関する健康・栄養相談、骨密度測
定、健診結果の見方などに保健師・栄養士がお答えします。
申し込み／事前に電話で健康推進課へ

　　　プレママ学級（妊婦教室） 　予約制

日時／ 5月 24日㈮　午前 9時 15分～午後１時
会場／保健センター
内容／妊婦体操（実習）、妊娠中からの栄養とバランス
のよい食事について（お話と調理実習）
募集人数／ 20 人（先着順）
申し込み／ 5月 2日㈭　午前 9時から 16 日㈭までに、
電話で健康推進課へ

●エイズ検査、肝炎検査　電話予約制・匿名
日時／ 5月 8日㈬　午前９時 30分～ 11時 30分
申し込み・問い合わせ／医療健康課☎ (82)1224
●精神保健福祉総合相談　電話予約制
日時／ 5月 27日㈪　午後１時 30分～３時 30分
内容／こころの病気、アルコール・薬物依存症、ひき
こもりなどに関する相談
申し込み・問い合わせ／福祉課☎ (82)1222
●食品衛生相談
日時／毎週月曜日　午前９時～正午、午後１時～４時
問い合わせ／衛生薬務課☎ (82)1223
●犬・ねこの引き取り
日程等、詳細はお問い合わせください。
問い合わせ／衛生薬務課☎ (82)1223
※上記会場はいずれも御殿場健康福祉センターです。
●夜間エイズ検査　電話予約制・匿名
日時／ 5月 7日㈫　午後 5時～ 7時 45分
会場／東部健康福祉センター
問い合わせ／地域医療課☎ 055(920)2109

会場／保健センター　★印は、健康相談と同時に実施します。
※健診の問い合わせは、当日の午前中までに健康推進課へ

5 月の健康診査・予防接種

5

15

名　称 実施日 … 対象（誕生日） 受付時間 持　ち　物
●赤ちゃんセミナー
（平成 25年 1月生まれ）

7日㈫
21日㈫

…
…

１日～ 15日生まれ
16日～末日生まれ

午後１時 00分
～１時 20分 母子健康手帳

●６カ月児健康診査
（平成24年10月生まれ）

1日㈬
15日㈬

…
…

１日～ 15日生まれ
16日～末日生まれ

午後１時 15分
～２時 00分 母子健康手帳、アンケート

● 1歳６カ月児健康診査
（平成23年10月生まれ）

14日㈫
28日㈫

…
…

１日～ 15日生まれ
16日～末日生まれ

午後１時 15分
～２時 00分 母子健康手帳、アンケート

●２歳児健康相談
（平成 23年 4月生まれ）
★歯みがき指導

17日㈮… 生まれた日による
区分はありません

午前９時 30分
～ 10時 30分 母子健康手帳、歯ブラシ、タオル

●３歳児健康診査
（平成 22年 4月生まれ）

8日㈬
22日㈬

…
…

１日～ 15日生まれ
16日～末日生まれ

午後１時 15分
～２時 00分

母子健康手帳、３歳児健康診査アン
ケート、尿

●定期予防接種（ＢＣＧ）
（平成 24年生まれ） 17日㈮…

平成 24年 12月末まで
に生まれた人で、
１歳未満の未接種者

午後１時 30分
～１時 50分 母子健康手帳、予診票

　

 

手
話
教
室
受
講
生
募
集

　

御
殿
場
・
裾
野
・
小
山
広
域
で
開
催
す

る
「
厚
生
労
働
省
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
基
礎
課
程
）
」
に
対
応
し
た
手
話
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
14
日

（火）
～
11
月
19
日

（火）　

午
後
７
時
～
９
時
（
８
月
25
日

（日）
の
必
須

３
講
義
を
含
め
て
全
30
回
）

※
８
月
13
日

（火）
は
休
講
で
す
。

会
場
／
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ
く
ら
」

対
象
／
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
入
門
課

程
）
修
了
者
ま
た
は
、
手
話
サ
ー
ク
ル
会

員
３
年
以
上
の
活
動
者

募
集
人
数
／
20
人
（
先
着
順
）

受
講
料
／
１
、
４
７
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

込
み
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
に
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）、
直
接
ま
た
は
電
話
で
、
裾

野
市
役
所　

障
が
い
福
祉
課
☎
０
５
５

（
９
９
５
）
１
８
２
０
へ

 　

備
え
て
安
心
地
震
保
険

地
震
保
険
と
は
？

　

地
震
保
険
と
は
、
政
府
と
損
害
保
険
会

社
が
共
同
で
運
営
す
る
公
共
性
の
高
い
保

険
で
、
地
震
、
噴
火
、
津
波
に
よ
る
居
住

用
の
建
物
と
そ
の
家
財
の
損
害
を
補
償
す

る
保
険
で
す
。

契
約
す
る
に
は
？

　

地
震
保
険
は
、
火
災
保
険
と
セ
ッ
ト
で

契
約
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
地
震
保
険
の
商
品
内
容
や
保
険
料
に
つ

い
て
は
、
保
険
会
社
に
よ
る
違
い
は
あ
り

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア　
　
　
　
　
　

　

夏
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
参
加
者
募
集

日
程
／
８
月
１
日

（木）
～
14
日

（水）
（
14
日
間
）

場
所
／
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア　

ビ
ク
ト
リ
ア

州　

ジ
ロ
ン
グ
市

内
容
／
御
殿
場
西
高
等
学
校
系
列
校　

カ
ー
デ
ィ
ニ
ア
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

カ
レ
ッ
ジ
で
の
交
流
、
英
語
学
習
、
異
文

化
学
習

滞
在
先
／
カ
ー
デ
ィ
ニ
ア
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ　

生
徒
宅

対
象
／
市
内
中
学
生

募
集
人
数
／
20
人
（
先
着
順
）

※
最
小
催
行
人
数
16
人
に
達
し
な
い
場
合

は
実
施
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

費
用
／
２
８
５
、
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
５
月
７
日

（火）
ま
で
に
、
電
話
で
、
御
殿
場
西
高
等

学
校　

国
際
理
解
教
育
委
員
会
☎(

89)

２
４
６
６
へ

 　

け
ん
玉
教
室
参
加
者
募
集

日
時
／
毎
月
第
２
・
４
日
曜
日
（
原
則
）　

午
前
10
時
～
正
午
ま
た
は
、

午
後
２
時
～
４
時

会
場
／
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ふ
じ
ざ
く
ら
」

対
象
／
市
内
在
住
の
５
歳
か
ら
シ
ニ
ア

参
加
料
／
１
回
に
つ
き
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
日
本
け
ん
玉

協
会　

静
岡
県
支
部　

大
川
☎
０
５
５

（
９
２
２
）
２
４
７
５

市
民
伝
言
板

ま
せ
ん
。

い
つ
で
も
契
約
で
き
る
？

　

大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ

く
警
戒
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
後
は
、
東
海

地
震
に
係
る
地
震
防
災

対
策
強
化
地
域
内
に
所

在
す
る
建
物
・
家
財
に

つ
い
て
、
新
た
に
地
震

保
険
を
契
約
す
る
こ
と

や
増
額
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

※
静
岡
県
は
全
域
が
同
強
化
地
域
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

損
害
保
険
全
般
に
関
す
る
相
談
・
問
い

合
わ
せ
／
一
般
社
団
法
人
日
本
損
害

保
険
協
会　

そ
ん
ぽ
Ａ
Ｄ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

静
岡　

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
‐

０
２
２
８
０
８
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
の

場
合
☎
０
５
４
（
３
３
３
）
５
０
５
１

 　

陸
上
自
衛
隊
滝
ヶ
原
駐
屯
地　

　
　
　

創
立
39
周
年
記
念
行
事
開
催

日
時
／
４
月
14
日

（日）　

午
前
９
時
～
午
後

３
時

会
場
／
陸
上
自
衛
隊
滝
ヶ
原
駐
屯
地

内
容
／
記
念
式
典
（
観
閲

行
進
・
模
擬
戦
）、
模
擬

売
店
、
戦
車
・
装
甲
車
の

体
験
搭
乗
、
装
備
品
展
示

な
ど

参
加
料
／
無
料

※
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
滝
ヶ
原
駐
屯
地
広
報
班
☎

(

89)

０
７
１
１
（
内
線
２
１
９
、
２
１
８
）

つらい痛みにつらい痛みに

有
料
広
告

14
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この広報紙は、再生紙を使用しています。

障がいのある人のための、音声と点字による「広報ごてんば」もあります。問い合わせ／社会福祉課☎（82）4238

３月１日現在
（外国人住民を含む）

合　計　89,976 人（前月比△ 41 人）男 46,002 人　女 43,974 人
世帯数　34,904 世帯（前月比△ 14 世帯）

●
発
行　

御
殿
場
市　

〒
４
１
２-

８
６
０
１　

静
岡
県
御
殿
場
市
萩
原
４
８
３　

☎
（

83
）

１
２
１
２
㈹

毎
月
５
日
、
20
日
発
行
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

●
編
集　

企
画
部
秘
書
広
報
課　

☎
（

82
）

４
１
２
７　

●
印
刷　

㈱
御
殿
場
印
刷
所

平
成
25
年
4
月
５
日
号

広
報
ご
て
ん
ば

小野　夏実ちゃん（9 カ月）

父・勝正さん／母・康子さん（御殿場）

　なっちゃんがいつでもニコニコ笑顔でいられる

ように、お父さんもお母さんも頑張るからね～ !!

池谷　比呂くん（１歳 10 カ月）

父・和
かずおみ

臣さん／母・順
より

子
こ

さん（時之栖）

　アイスとダンスが大好きなひろ君☆好きな音

楽が流れると踊りだします♪元気に育ってね♡

　

髙
橋
さ
ん
は
、
平
成
22
年
か

ら
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

の
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
、

ア
フ
リ
カ
の
ウ
ガ
ン
ダ
に
感
染

症
対
策
で
派
遣
さ
れ
、
今
年
１

月
、
任
期
２
年
４
カ
月
の
任
務

を
終
え
て
無
事
に
帰
国
し
た
。

　

髙
橋
さ
ん
は
、
以
前
、
服
飾

関
係
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た

と
き
に
、
青
年
海
外
協
力
隊
員

と
知
り
合
い
、
隊
員
に
な
る
こ

と
を
志
し
た
と
い
う
。
隊
員
に

な
る
た
め
に
は
、
看
護
師
の
資

格
が
必
要
だ
っ
た
た
め
御
殿
場

看
護
学
校
に
入
学
。
卒
業
後
、

県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
２

年
間
の
実
務
経
験
を
積
み
、
晴

れ
て
青
年
海
外
協
力
隊
の
一
員

と
な
っ
た
。

　

平
成
22
年
９
月
か
ら
平
成
25

年
１
月
ま
で
の
間
、
ウ
ガ
ン
ダ

の
ブ
シ
ア
市
、
ブ
シ
ア
県
庁
保

健
課
と
マ
サ
フ
病
院
に
勤
務
し
、

感
染
症
対
策
の
仕
事
に
従
事
。

地
元
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
な
ど
と

協
力
し
、
主
に
エ
イ
ズ
（
Ｈ
Ｉ

Ｖ
）
の
感
染
拡
大
防
止
や
、
啓

発
活
動
、
治
療
薬
の
確
保
、
病

気
に
よ
る
差
別
撤
廃
な
ど
、
幅

広
い
仕
事
を
担
当
し
た
。

　

ま
た
、
青
年
海
外
協
力
隊
員

の
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
現
地

の
女
性
感
染
者
の
人
生
に
つ
い

て
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像

や
歌
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
Ｃ
Ｄ
に
収
録

し
て
販
売
。
売
り
上
げ
を
エ
イ

ズ
感
染
者
支
援
と
現
地
の
貯
水

タ
ン
ク
建
設
推
進
の
た
め
に
活

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

多
方
面
で
精
力
的
に
活
動
し
た
。

　

現
地
の
人
た
ち
と
の
交
流
を

通
じ
て
様
々
な
活
動
で
ウ
ガ
ン

ダ
に
貢
献
し
た
髙
橋
さ
ん
だ
が
、

現
地
で
一
番
苦
労
し
た
こ
と
は
、

水
だ
と
い
う
。現
地
で
の
生
活
は
、

飲
用
か
ら
風
呂
ま
で
、
す
べ
て

雨
水
で
賄
う
と
い
う
苛か

烈れ
つ

な
も

の
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

遅
れ
か
ら
、
下
水
道
施
設
の
不

備
、
頻
発
す
る
停
電
に
も
苦
労

し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
気
候

も
年
間
を
通
し
て
昼
間
は
じ
め

じ
め
と
し
た
暑
さ
、
夜
は
厳
し

い
寒
さ
と
、
気
温
差
が
激
し
く
、

過
酷
な
生
活
を
強
い
ら
れ
た
。

　

そ
ん
な
苦
労
が
絶
え
な
い
現

地
で
の
生
活
で
あ
っ
た
が
、
髙

橋
さ
ん
は
、
隊
員
と
し
て
ウ
ガ

ン
ダ
に
行
っ
た
こ
と
を
一
度
も

後
悔
し
た
こ
と
は
な
い
、
こ
の

２
年
４
カ
月
は
宝
物
だ
っ
た
と

語
る
。

　
「
ウ
ガ
ン
ダ
の
人
た
ち
は
と

て
も
優
し
く
、
貧
し
い
な
が
ら

も
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
育
っ

て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
エ
イ

ズ
患
者
も
数
多
く
い
る
。
自
分

た
ち
の
活
動
で
、
患
者
が
こ
れ

以
上
増
加
し
な
い
よ
う
に
、
ま

た
エ
イ
ズ
や
エ
イ
ズ
患
者
へ
の

差
別
が
な
く
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
語
っ
て

く
れ
た
。

　

ウ
ガ
ン
ダ
で
の
貴
重
な
経
験

を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
地

元
で
生
か
し
て
い
き
た
い
と
語

る
髙
橋
さ
ん
。

　

髙
橋
さ
ん
の

夢
を
語
る
そ
の

目
は
、
明
る
い

未
来
を
見
据
え

て
い
た
。

貴重な経験を地元へ 

髙橋　永
えい

知
ち

さん（二子）

青年海外協力隊員として
ウガンダで感染症対策
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